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弘前大学”ねぷたまつり”に連続４８回目の出陣

津軽の風物詩「弘前ねぷたまつり」が８月１日から７日間行われ、今年も本学「ねぷた」が参加し、昭

和３９年初参加以来、４８年連続の出陣を果たしました。今年は、８月１日、３日、５日の三夜の合同運

行へ出陣しました。

運行には、遠藤学長、藁科理事、江羅理事をはじめ、各理事や各部局長を先頭に教職員、学生、留学

生、附属学校園の生徒、近隣町会の子供たちなど延べ約１０００人が参加、「ヤーヤドー」の掛け声も勇

ましく、夕暮れから約３時間余り市内を練り歩きました。小型ねぷたや灯籠を従えた極彩色の鏡絵「一丈

青扈三娘 奮戦図」、見送り絵「一丈青扈三娘」を描いた高さ約７ｍの勇壮なねぷたは、沿道の市民・観

光客から大喝采を浴びました。

また、岩手大学と弘前大学の国立大学間の連携、協力を強力に推進するため、平成１５年から大学相互

の祭（盛岡さんさ踊り、弘前ねぷた祭り）交流を行い、地域文化の相互理解を図っており、８月３日は、

岩手大学の岩渕理事らが遠藤学長と伴に、弘前大学の「ねぷた」の先導を務め、大学間の連携をアピール

しました。

さらに、東日本大震災で甚大な被害を受けた岩手県野田村へ支援活動を続けている本学の「人文学部ボ

ランティアセンター」では、市民ボランティアと共に野田村マスコットキャラクター『のんちゃん』のね

ぷたを制作し、野田村復興への願いを胸に練り歩いきました。

学長、理事等による出陣式の鏡割り 勇壮な弘前大学ねぷた

先導を務める遠藤学長（中央）と 野田村マスコットキャラクター

岩渕岩手大学理事（左）、小川岩手大学理事（右） 『のんちゃん』ねぷた
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京畿大学校総長が来学

７月３１日から８月２日に渡り、本学協定校である京畿大学校（韓国）よりチェ・ホウジュン総

長、ソク・ヒテ法学部長、クォン・ヒョックスウ国際部コーディネーターが来弘し、本学を訪れ両校

の親睦を深めていきました。

京畿大学校とは２００２年の大学間協定締結以来、毎年学生の受入・派遣を行っており活発な交流

を続けていますが、今年４月に大河原社会連携・情報担当理事、鹿嶋国際交流センター准教授が京畿

大学校を訪問したことをきっかけに、今回の訪問が実現しました。

京畿大学校の一行は８月１日に学長へ表敬訪問を行い、夕方から開催されたレセプションにて双方

の大学の情報交換を行った後、弘前大学ねぷた運行に参加し、津軽の短い夏を堪能していました。翌

日、京畿大学校の一行は弘前市長表敬訪問、および青森県内各地を見学し、３日間の滞在を有意義に

過ごした様子で帰国の途につきました。

前列左より：チェ京畿大学校総長、遠藤学長

後列左より：クォン京畿大学校国際部コーディネーター、李人文学部教授、ソク京畿大学校法学部長、

大河原社会連携・情報担当理事、鹿嶋国際交流センター准教授

弘前大学ねぷた運行に参加するチェ京畿大学校総長
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弘前大学教育に関する表彰式を実施

本学では、前年度において優秀な成績を修めた学生及び教育に関して優れた業績を上げた教員を対

象として、８月１日（月）に事務局大会議室で表彰式を実施しました。

今回の受賞者は、各学部等から推薦された教員６名、学生２６名で、表彰式には、神田教育・学生

担当理事及び各学部長・研究科長も出席し、遠藤学長から一人ひとりに表彰状と副賞が贈呈されまし

た。これを受けて、学生を代表して医学部医学科２年の柴崎貴俊さんから、教員を代表して理工学研

究科の竹ヶ原克彦教授から謝辞が述べられ、表彰式は和やかなうちに終了しました。

遠藤学長（前列右から６人目）と表彰学生

遠藤学長（前列右から４人目）と表彰教員
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平成２３年度 弘前大学成績優秀学生被表彰者一覧

【学部学生】

所 属 学 部 ・ 学 科 等 学年 学 籍 番 号 氏 名

人文学部 人間文化課程 ２年 １０Ｈ１１０３ 村 上 志桜里

人文学部 経済経営課程 ３年 ０９Ｈ３０２９ 加 藤 佑 典

人文学部 経済経営課程 ４年 ０８Ｈ３０７６ 辰 巳 真 悟

教育学部 学校教育教員養成課程 ２年 １０Ｐ１２２７ 相 馬 唯 成

教育学部 学校教育教員養成課程 ３年 ０９Ｐ１２２０ 鈴 木 康 貴

教育学部 学校教育教員養成課程 ４年 ０８Ｐ１２４３ 三 上 舞

医学部 医学科 ２年 １０Ｍ１０４４ 柴 崎 貴 俊

医学部 医学科 ３年 ０９Ｍ１０１７ 小 川 薫

医学部 医学科 ４年 ０８Ｍ１０２５ 工 藤 彰 治

医学部 医学科 ５年 ０７Ｍ１０１１ 奥 瀬 由 唯

医学部 医学科 ６年 ０６Ｍ１０１４ 大 高 由 美

医学部保健学科 放射線技術科学専攻 ２年 １０Ｍ２２０３ 有 賀 弘 貴

医学部保健学科 検査技術科学専攻 ３年 ０９Ｍ２３０５ 阿 部 悠

医学部保健学科 理学療法学専攻 ４年 ０８Ｍ２４２０ 吉 田 舞

理工学部 物理科学科 ２年 １０Ｓ２００４ 遠 藤 弘 也

理工学部 数理科学科 ３年 ０９Ｓ１０４０ 八ッ山 金 尚

理工学部 電子情報工学科 ４年 ０８Ｓ５００６ 大 高 友 樹

農学生命科学部 分子生命科学科 ２年 １０Ａ２０４０ 渡 邊 尚 子

農学生命科学部 園芸農学科 ３年 ０９Ａ４０１１ 菊 池 桃 加

農学生命科学部 分子生命科学科 ４年 ０８Ａ２０４３ 若 林 翼

◎人文３名、教育３名、医学科５名、保健学科３名、理工３名、農生３名、計２０名
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【大学院学生】

所 属 研 究 科 ・ 専 攻 等 学年 学 籍 番 号 氏 名

人文社会科学研究科 応用社会科学専攻 ２年 １０ＧＨ２０４ 齊 藤 孝 平

教育学研究科 教科教育専攻 ２年 １０ＧＰ２０５ 工 藤 和 洋

医学研究科 医科学専攻 ２年 １０ＧＭ２０９ 西 嶌 春 生

保健学研究科 保健学専攻 ２年 １０ＧＧ３０４ 中 野 光

理工学研究科 理工学専攻 ２年 １０ＧＳ５０３ 内 海 晴 信

農学生命科学研究科 応用生命工学専攻 ２年 １０ＧＡ２１５ 中 村 恭 平

◎人文１名、教育１名、医学１名、保健１名、理工１名、農生１名、計６名

平成２３年度 弘前大学における教育に関して

優れた業績を上げた教員の被表彰者一覧

【学部長・研究科長推薦】

所 属 学 部 ・ 研 究 科 等 職 名 氏 名

人文学部 ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ講座 教 授 森 樹 男

教育学部 数学教育講座 教 授 中 野 博 之

医学研究科 脳神経病理学講座 教 授 若 林 孝 一

保健学研究科 健康支援科学領域 教 授 若 山 佐 一

理工学研究科 教 授 竹ヶ原 克 彦

農学生命科学部 生物資源学科 助 教 前 多 隼 人
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平成２３年度「科学者発見プロジェクト」テーマ賞表彰式／

第３回共同研究体験発表会を開催

８月４日（木）、弘前大学創立６０周年記念会館「コラボ弘大」において、平成２３年度「科学者

発見プロジェクト」テーマ賞の表彰式を開催いたしました。本事業は、日常のささいな「疑問や興

味、アイデア等」を青森県内の小・中・高の児童生徒に広く求め、その提案に基づいた研究テーマを

本学研究者と共に体験する双方向的な試みであり、弘前大学の地域貢献の一環として平成２０年度よ

り行っております。

発展性、意外性、独創性に優れた研究テーマとして、「氷や雪を使ったイベントや商品で弘前の街

が元気にならないだろうか」をはじめ、１１件（小学校３件、中学校３件、高校５件）が「テーマ

賞」に採択されました。表彰式では、学校関係者及び保護者などが見守るなか、遠藤弘前大学長の挨

拶、加藤弘前大学理事の講評の後、受賞者を代表して、弘前大学教育学部附属小学校６年飯田 真司

さんから受賞へのお礼の言葉がありました。

引き続き、第３回共同研究体験発表会が行われ、「西洋なし ゼネラルレクラークの溶液受粉につ

いて」（青森県立名久井農業高等学校）等６件の研究成果の発表が行われました。その充実した発表

内容は未来の科学者を期待させるものであり、共同研究体験を通じて「関心を探求するプロセス」を

研究者と共に体験することで、大学をより身近に感じてもらうよい機会になったと思います。

遠藤学長から表彰を受ける小学生

共同研究体験発表をする高校生
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オープンキャンパスを開催

８月９日（火）、「弘前大学オープンキャンパス」を開催しました。県内外の高校生、保護者等を

含めて、昨年より約１割増の６，３６１名が参加しました。

正門右事務局前には「弘前大学ねぷた」を展示し、朝早くから続々と詰めかける来場者を出迎えま

した。参加者は弘前大学ねぷたの勇壮な姿に感動し、記念撮影を行うなど大変好評を得ました。

各学部等では、模擬講義、実験実習体験、なんでも相談コーナー、「先輩と語ろう」コーナー等、

多彩な企画を準備しており、参加者は弘前大学の雰囲気を肌で感じとっていました。

また、キャンパス内の歴史的な建物や各学部を紹介するキャンパスツアーの実施、総合情報コーナ

ーでは、高校生らの関心が高い入試情報、奨学金、学生寮、就職情報等について担当者がわかりやす

く説明を行いました。

特別企画「学長と話そう」も盛況で、遠藤学長自ら多く質問に答え激励することで、本学の教育理

念、魅力などについての理解を一層深めていただきました。

キャンパスを散策する高校生等

特別企画「学長と話そう」
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日本学術振興会による科研費説明会を開催

科学研究費助成事業の理解を深め、本学の研究活動のより一層の推進・充実及び採択率アップを目

的とした、科研費説明会が８月２６日（金） 弘前大学創立５０周年記念会館みちのくホールで行われ

ました。

はじめに加藤研究・産学連携担当理事より、挨拶と本学における科研費の現状について説明があ

り、日本学術振興会研究事業部研究助成第二課長 西山和彦 氏、日本学術振興会学術システム研究

センター主任研究員 漆原秀子 氏（筑波大学大学院生命環境科学研究科教授）より科研費制度の動向

や審査制度について、詳しい事例を交えながら講演が行われました。

また、昨年度に引き続き、「学園都市ひろさき高等教育機関コンソーシアム」を構成する大学（東

北女子大学、弘前学院大学、東北女子短期大学、弘前医療福祉大学）の教員、（地独）青森県産業技

術センター弘前地域研究所の研究員にも参加を呼びかけ、弘前大学教職員と合わせて約120名の参加

がありました。参加者は講師の説明に熱心にメモをとるなどして、さらに講演後の質疑応答では活発

なやりとりが行われるなど、科学研究費助成事業の理解を深める上で、大変有意義な説明会となりま

した。

講演する西山日本学術振興会研究事業部研究助成第二課長

講演する漆原筑波大学大学院生命環境科学研究科教授
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平成２３年度９月期外国人留学生研修修了証書授与式挙行

８月３０日（火）、本学で学んだ外国人留学生の平成２３年度９月期研修修了証書授与式が事務局

大会議室で行われ、研修を修了した中国・韓国・タイ・カナダ・アメリカ・フランス・ドイツ・ハン

ガリー・台湾の世界９ヶ国からの留学生２９名に対し、修了証書（和文・英文）が授与されました。

授与式には留学生・指導教員等が出席し、遠藤学長から出席した１０名の留学生一人一人に修了証

書が手渡されました。引き続き遠藤学長より留学生に対し、留学中に体験した東日本大震災等の様々

な出来事での経験や知識を帰国してから各国の発展に活かしてもらい、日本との架け橋となる国際交

流の担い手となれるよう期待している旨の挨拶、並びに教育・指導にあたった関係教職員への謝辞が

ありました。

遠藤学長より修了証書を授与される留学生

授与式出席の留学生並びに関係教職員
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諸 会 議

▼役員会

８月 ８日（月）

報告事項

１ 平成２３年度弘前大学及び弘前大学大学院の秋季入学式の開始時間の変更について

２ 大学会館広場ステージ設置について

３ 平成２３年度弘前大学機関研究の選考結果について

４ テニュアトラック普及・定着事業の申請について

５ 日本学術振興会による科研費説明会の開催について

６ 新エネルギー関連大学院の設置について

▼教育研究評議会

７月１２日（火）

審議事項

１ 学長選考会議委員の選出について

２ 「国立大学法人弘前大学教員の資格，任免，分限及び懲戒に関する規程」の名称変更に

伴う関係規則等の一部改正について

３ 教員業績評価について

４ 本学の英語力向上に向けた取組について

５ 平成２４年度入学者選抜要項並びに学生募集要項（ＡＯ入試及び推薦入試）の一部修正

について

６ 平成２５年度入学者選抜方法及び実施教科・科目等（案）について

報告事項

１ 教員の人事について

（１）教員の採用・昇任

２ 芸術祭プレミアムの実施結果について

３ 総合文化祭の実施について

４ オープンキャンパスについて

５ 平成２３年度科研費の内定状況について

６ 科研費獲得向上に向けた間接経費の運用方針について

７ 平成２３年度科研費獲得向上対策費の配分基準について

８ 平成２３年度研究サポートスタッフ派遣制度の決定について

９ 平成２３年度「科学者発見プロジェクト」テーマ賞及び表彰式について

10 ねぷたまつりへの参加について

11 委員会等報告

（１）２１世紀教育センター運営委員会

（２）教育・学生委員会

（３）臨時入学試験委員会

（４）第４次臨時入学試験改善委員会

（５）研究・産学連携委員会

12 東日本大震災にかかる本学の対応について

13 弘前大学学術特別賞の概要について

８月 １日（月）

審議事項

１ 学長選考会議委員の選出について



［採用］
発  令
年月日

現　職（所属） 氏　　名 異　動　内　容

平成23年8月1日 櫛 引 基 助教（病）[H28.7.31まで]

平成23年8月1日 千 葉 奈 歩 助手（病）[H28.7.31まで]

［任用更新］
発  令
年月日

現　職（所属） 氏　　名 異　動　内　容

平成23年8月1日 教授（医） 水 沼 英 樹 教授（医）[H33.7.31]

平成23年8月6日 教諭（附小） 小 島 権 真 教諭（附小）[H24.3.31]

［昇任］
発  令
年月日

現　職（所属） 氏　　名 異　動　内　容

平成23年8月1日 准教授（理工） 長 岐 正 彦 教授（理工）

平成23年8月16日 准教授（農生） 松 﨑 正 敏 教授（農生）

［併任］
発  令
年月日

現　職（所属） 氏　　名 異　動　内　容

平成23年8月1日 教授（医） 水 沼 英 樹 医学部附属病院副病院長[H24.3.31まで]

［任命］

人 事 異 動

［任命］
発  令
年月日

現　職（所属） 氏　　名 異　動　内　容

平成23年8月1日 教授（医） 水 沼 英 樹 教育研究評議会評議員[H24.1.31まで]

［休職］
発  令
年月日

現　職（所属） 氏　　名 異　動　内　容

平成23年8月1日 一般職員（総・人） 石 岡 勝 彦 休職[H23.8.31まで]

平成23年8月8日 助教（病） 石 村 大 史 休職[H24.4.5まで]

平成23年8月21日 一般職員（病・医事） 斎 藤 め ぐ み 休職[H23.10.3まで]

［育児休業］
発  令
年月日

現　職（所属） 氏　　名 異　動　内　容

平成23年8月6日 教諭（附小） 浅 田 鶴 予 平成25年3月31日まで

平成23年8月28日 一般職員（理工） 福 士 佳 奈 子 平成24年7月31日まで

［復職］
発  令
年月日

現　職（所属） 氏　　名 異　動　内　容

平成23年8月1日 看護師（病・看護部） 柴 田 智 慧 育児休業より復帰

平成23年8月25日 一般職員（病・経理） 笹 原 明 史 復帰

［離職］
発  令
年月日

現　職（所属） 氏　　名 異　動　内　容

平成23年8月31日 看護師（病・看護部） 久 保 沢 富 士 子 辞職
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主要日誌

８月１日 ねぷた出陣式

ねぷた参加日

成績優秀学生表彰式

教育に関して優れた業績を上げた教員表彰式

３日 ねぷた参加日

４日 平成２３年科学者発見プロジェクトテーマ賞表彰式

第３回共同研究体験発表会

５日 ねぷた参加日

８日 役員会

９日 オープンキャンパス

29日 役員会

30日 外国人留学生研修修了証書授与式
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学内規則等の制定等

（平成２３年８月３１日改正）

○国立大学法人弘前大学自家用電気工作物保安規程

以下の理由により，上記の規程の一部を改正した。

①指揮命令系統及び連絡系統を見直す。

②本町地区の非常用発電機の運用を，常用発電機兼用から非常用発電機専用に切り替えたため，巡視，

点検，測定基準を整備する。

③試験及び点検周期の見直しを行う。

④字句の修正等所要の整備を行う。
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